
■交通安全教育指導員になったきっかけ
交通安全教育指導員になったのは10年前です。当時は

外国人の犯罪が問題になっていて、四日市南警察署協議
会に入っていました。外国人・日本人双方の立場から力
になりたいと考えていたからです。
そんな時、ポルトガル語と日本語を話せることから、

交通安全教育指導員をやってみないかと声を掛けられ、
ぜひやってみたいと思ったんです。

■研修を受け、活動を開始
指導員として活動するに当たり、まずは研修を受けま

した。講義を受けたり、他市の交通安全教室を視察した
りしました。講義の内容が難しいときは、ボイスレコー
ダーで録音して、自宅で繰り返し聞きました。
半年程度の研修を経て、指導

員としての活動が始まりまし
た。現在は、保育園・幼稚園・
小学校・中学校・高校、老人会
の集まりなどに出向き、交通安
全教室を開催しています。

■時期によっては忙しい。でも充実しています
指導員の活動は、時期によってはとても忙しくなりま

す。例えば、子どもは小学校に上がると、一人で道路を
歩くようになります。その前の12月から３月にかけて
は、保育園や幼稚園で交通安全教室を開催することが多
くなります。また、ポルトガル語が必要な場合は、必ず
行くことにしています。
週に何度も教室を開催す

ることもあり、大変なこと
もありますが、子どもたち
の反応をじかに感じること
ができるので、とても楽し
く、充実しています。

■これからも続けていきたい
日本は交通マナーが良く、交通事故も少ない方だと思

います。せっかく安全なまちに住んでいるのですから、
子どもたちには意識を高く持って、交通ルールを守って
いってほしいですね。そのことを伝えていくためにも、
指導員の活動を続けていきたいと考えています。
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腹話術や紙芝居、パネルなどを
使って分かりやすく説明します

老若男女、各分野で活躍するさまざ
まな「四日市人」を取材して、その
人の言葉で四日市の魅力などをお
伝えするコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも
紹介します。
日時：５月１日〜31日

月水金日 ９：30・20：30
火木土 12：30・20：30

■ＣＴＹ−ＦＭで毎月第２・第４日曜日
放送の「よっかいちわいわい人探
訪！」でも紹介します。
日時：５月13日・27日

８：54・14：54

ブラジル出身の宮西さんは来日して25年。日本語
とポルトガル語を話せる特長を生かし、市の交通安
全教育指導員として活動していただいています。

宮西マリアさん


